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笠間市と茨城大学による包括連携協定の締結

  笠間市と国立大学法人茨城大学は、対等な立場のもとで相互の包括的な連携と協力
により、人口減少、少子高齢化などを背景とした地域課題に対応し、人材の育成と地
域の発展に寄与することを目的として、包括連携協定を締結します。

１．協定締結式
 （１）日 時 5月13日（月）午前10時から10時30分
 （２）場 所 笠間市役所 本所2階 庁議室
        （笠間市中央三丁目2番1号）
 （３）内 容  ①協定内容の説明
         ②協定の締結
         ③質疑等

２．連携協力事項
 （１）国際的に活躍できる人材の育成および地域定着に関すること。
 （２）地域の未来を担う人材の育成および地域定着に関すること。
 （３）相互の資源活用による社会課題の解決および地域の活性化に関
    すること。

３．当面想定している事業（詳細について今後協議予定）
  ・留学中の授業の一環として、窯業、石材業、農業、観光業等における
   産業・文化研修など笠間市内でのフィールドワークの実施

  ・市内開催各種イベントや地域コミュニティへの参加など留学生の国際
   交流活動の実施

  ・笠間市役所、市内企業等でのインターンシップや茨城大学地域未来共創
   学環（※１）との連携によるコーオプ実習（※２）の受け入れ 
    ※1　茨城大学地域未来共創学環 
　　　　　　　　　　　本年４月に開設された学部相当の新たな教育組織。人文社会科学部、工学部、
　　　　　　　　　　　農学部を連係協力学部とする学部等連係課程として開設。
　　　　　　　　　　　「ビジネス」「データサイエンス」を中心とした分野・文理横断型のカリキュラム
　　　　　　　　　　　やコーオプ教育などが、教育課程の特徴である。 
　　　　　　　　※2　コーオプ教育 
　　　　　　　　　　　２０世紀初頭にアメリカで始まった「座学と現場における就業体験を融合させた」
　　　　　　　　　　　教育制度。大学と企業等が協力して実習内容等を設計・実施し単位認定が行われる。
　　　　　　　　　　　長期間の実習を行い、原則、給与が支給される。 

 
  
   


